令和元年12月吉日

一般社団法人　東京科学機器協会
会 員 各 位

日 本 薬 科 機 器 協 会

会 長　　酒 井　哲 嗣

研 修 会　開 催 の ご 案 内

　拝啓　皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。日ごろは協会事業に格別のご高配をたまわり、厚く御礼申し上げます。

　日本薬科機器協会では今年度の研修事業の一環として､杏林大学医学部付属病院薬剤部の若林進先生を講師に迎え、下記のような演題と内容でご講演いただきます。若手のみならず、多くの会員、社員の皆様のご参加をいただけるよう、お待ち申し上げております。なお参加費は無料です。　　
敬具
記

　講　　師　　　若林 進氏　　杏林大学医学部付属病院　薬剤部
　演　　題　　　HIT-PharmacistによるDICTとRiMCSを考える

～ 医療情報技師×薬剤師の複数目線で医療のICT/AIを斬る～
注）HIT-Pharmacist：医療情報技師／薬剤師
DICT：Drug Information and Communication Technology
RiMCS：Risk Management Check System
皆さんは医療情報と医薬品情報の違いをご存じでしょうか。ガイドラインによると、医療情報は「医療に関する患者情報（個人識別情報）を含む情報」と定義づけられています。一方、医薬品情報は医薬品という物質をとりまく情報です。医療情報は患者というヒトを中心とした情報であり、医薬品情報は医薬品というモノを中心とした情報であるといえます。医療情報の専門家として医療情報技師（HIT；Healthcare Information Technologist）が知られていますが、その中で医療情報技師の認定を有する薬剤師はHIT-Pharmacistと呼ばれています。
DI室のICT化というのは、ずっと課題となっていました。最近は安全性情報が発出されれば、院内LANで情報発信できますし、院内医薬品集も電子カルテに連動しています。さらに、地域などを含めた大きなICTネットワークが形成され、自施設で起きた一事例は、ICTによって広く情報共有されるようになってきました。このようにDIとICTは切り離すことができなくなっており、そのような考え方をDICTなどと言います。また、その情報を病院情報システムの医療安全として活用するRiMCSなども注目されるようになってきています。
そして今、AIの時代が始まっています。DI業務がICT化されてきたように、DI業務にAIが入ってくることは必然的です。今後はそれを見極めていくことが、必要となってくるでしょう。

【大阪会場】　日　時：令和2年1月31日（金）午後6時～午後8時（5時30分受付開始）

　　　　　　　場　所：エル・おおさか（大阪府立労働センター）　７階　７０８号室
　　　　　　　　　　　〒540-0031　大阪市中央区北浜東3-14  Tel:06-6942-0001

【東京会場】　日　時：令和2年2月4日（火）午後6時～午後8時（5時30分受付開始）

　　　　　　　場　所：全国家電会館　５階講堂

　　　　　　　　　　　〒113-0034 東京都文京区湯島3-6-1   Tel: 03-3832-4291
送信先ＦＡＸ：03-3407-9557　　切り取らずにこのまま送信して下さい。
　　　　　
研 修 会 参 加 申 込 書
□大阪会場（ 1月31日(金)　）　　□東京会場（ 2月4日(火)　）　（いずれかに　☑　印)

会 社 名　　　　　　　　　　　　　　　　　参加人数　　　　　　　
　　　　締切日：令和2年1月20日（月）（会場の都合で先着順とさせていただくことがあります）
　　　　問い合わせ先：日本薬科機器協会（担当：小川、東海林）　ＴＥＬ：03-3407-8831
